野球青年の対象喪失プロセス by 本並 健太 & 中山 雅之
1
野球青年の対象喪失プロセス*


















































































































識別記号 開始年齢 始めたきっかけ 高校 大学 就職先業種・職種
A ７歳 監督・コーチに誘われ 四国 C１ 公務員・警察官
B ７歳 父親に勧められ 関東 C２ 生活インフラ会社・営業
C 10歳 友達から誘われ 関東 C１ 公務員・消防士
D ９歳 兄がやっていた 中国 C１ アパレル・販売員
E ６歳 兄がやっていた 関東 C３ 生活インフラ会社・保守
F ６歳 父親に勧められ 関東 C１ 公務員・自衛隊
G ７歳 兄がやっていた 東北 C１ メーカー・営業
H ６歳 父と兄の影響 中部 C４ 新聞社・編集
I ７歳 ユニフォームに憧れ 関東 C２ 医療機器メーカー・営業
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